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１．はじめに

文部科学省（2013）は，平成25（2013）年12月に

公表した「グローバル化に対応した英語教育改革実

施計画」において，小学校英語の教科化を平成32

（2020）年度から全面実施すると発表した．平成29

（2017）年３月に公示された次期学習指導要領にお

いて，現在小学校高学年（第５，６学年）で実施さ

れている「外国語活動」を中学年（第３，４学年）

で開始し，「聞くこと」，「話すこと」を中心とした活

動を通じて外国語学習への動機付けを高めた上で，

高学年から「読むこと」，「書くこと」を加えた総合

的・系統的な教科として「外国語」を導入すること

とした．教科としての「外国語」は，平成30（2018）

年に先行実施される地域があり，子どもの発達段階

を踏まえた評価のあり方の検討が急務となっている．

本稿において小学校英語の評価のあり方について議

論する．

２．小学校外国語活動と小学校外国語の目標

次期学習指導要領で示された「外国語活動」と「外

国語」の目標は，次の通りである（文部科学省，2017a）．

小学校外国語活動の目標

外国語によるコミュニケーションにおける見方・

考え方を働かせ，外国語による聞くこと，話すこと

の言語活動を通して，コミュニケーションを図る素

地となる資質・能力を次のとおり育成することを目

指す．

⑴ 外国語を通して，言語や文化について体験的に

理解を深め，日本語と外国語との音声の違い等に

気付くとともに，外国語の音声や基本的な表現に

慣れ親しむようにする．

⑵ 身近で簡単な事柄について，外国語で聞いたり

話したりして自分の考えや気持ちなどを伝え合う

力の素地を養う．

⑶ 外国語を通して，言語やその背景にある文化に

対する理解を深め，相手に配慮しながら，主体的

に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうと

する態度を養う．

具体的に，英語学習の目標としては，「聞くこと」，

「話すこと（やり取り）」，「話すこと（発表）」の三つ

の領域別に設定されている．

｢聞くこと」においては，ゆっくりはっきりと話さ

れたという条件のもとではあるが，①自分のことや

身の回りの物を表す簡単な語句を聞き取る．②身近

で簡単な事柄に関する基本的な表現の意味を理解す

る．③文字の読み方については，発音されるのを聞

いた際に，どの文字であるかが分かる．

｢話すこと」については，「やり取り」と［発表］

に分けられて目標を定めている．これは，小学校英

語と中学校英語でも同様であり，改訂前の「小学校

外国語活動」とは違い，小学校英語，中学校英語へ

の接続が意識されている．

｢やり取り」では，①基本的な表現を用いて挨拶，

感謝，簡単な指示をしたり，それらに応じる．②自

分のことや身の回りの物について，動作を交えなが

ら，自分の考えや気持ちなどを，簡単な語句や基本

的な表現を用いて伝え合う．③サポートを受けて，

自分や相手のこと及び身の回りの物に関する事柄に

ついて，簡単な語句や基本的な表現を用いて質問を

したり質問に答えたりする．

[発表］では，①身の回りの物について，人前で実

物などを見せながら，簡単な語句や基本的な表現を

用いて話す．②自分のことについて，人前で実物な

どを見せながら，簡単な語句や基本的な表現を用い

て話す．③日常生活に関する身近で簡単な事柄につ

いて，人前で実物などを見せながら，自分の考えや

気持ちなどを簡単な語句や基本的な表現を用いて話

す．
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小学校外国語の目標

外国語によるコミュニケーションにおける見方・

考え方を働かせ，外国語による聞くこと，読むこと，

話すこと，書くことの言語活動を通して，コミュニ

ケーションを図る基礎となる資質・能力を次のとお

り育成することを目指す．

１．外国語の音声や文字，語彙，表現，文構造，言

語の働きなどについて，日本語と外国語との違い

に気付き，これらの知識を理解するとともに，読

むこと，書くことに慣れ親しみ，聞くこと，読む

こと，話すこと，書くことによる実際のコミュニ

ケーションにおいて活用できる基礎的な技能を身

に付ける．

２．コミュニケーションを行う目的や場面，状況な

どに応じて，身近で簡単な事柄について，聞いた

り話したりするとともに，音声で十分に慣れ親し

んだ外国語の語彙や基本的な表現を推測しながら

読んだり，語順を意識しながら書いたりして，自

分の考えや気持ちなどを伝え合うことができる基

礎的な力を養う．

３．外国語の背景にある文化に対する理解を深め，

他者に配慮しながら，主体的に外国語を用いてコ

ミュニケーションを図ろうとする態度を養う．

具体的に，英語学習の目標としては，「聞くこと」，

「読むこと」，「話すこと（やり取り）」，「話すこと（発

表）」，「書くこと」の５つの領域別に設定されている．

⑴ ｢聞くこと」については，①ゆっくりはっきりと

話されれば，自分のことや身近で簡単な事柄につ

いて，簡単な語句や基本的な表現を聞き取ること

ができる．②ゆっくりはっきりと話されれば，日

常生活に関する身近で簡単な事柄について，具体

的な情報を聞き取ることができる．③ゆっくり

はっきりと話されれば，日常生活に関する身近で

簡単な事柄について，短い話の概要を捉えること

ができる．

⑵ ｢読むこと」では，①活字体で書かれた文字を識

別し，その読み方を発音することができる．②音

声で十分に慣れ親しんだ簡単な語句や基本的な表

現の意味が分かる．

⑶ ｢話すこと（やり取り）」では，①基本的な表現

を用いて指示，依頼をしたり，それらに応じたり

することができる．②日常生活に関する身近で簡

単な事柄について，自分の考えや気持ちなどを，

簡単な語句や基本的な表現を用いて伝え合うこと

ができる．③自分や相手のこと及び身の回りの物

に関する事柄について，簡単な語句や基本的な表

現を用いてその場で質問をしたり質問に答えたり

して伝え合うことができる．

⑷ ｢話すこと（発表）」では，①日常生活に関する

身近で簡単な事柄について，簡単な語句や基本的

な表現を用いて話すことができる．②自分のこと

について，伝えようとする内容を整理した上で，

簡単な語句や基本的な表現を用いて話すことがで

きる．③身近で簡単な事柄について，伝えようと

する内容を整理した上で，自分の考えや気持ちな

どを，簡単な語句や基本的な表現を用いて話すこ

とができる．

⑸ ｢書くこと」では，①大文字，小文字を活字体で

書くことができる．また，語順を意識しながら音

声で十分に慣れ親しんだ簡単な語句や基本的な表

現を書き写すことができる．②自分のことや身近

で簡単な事柄について，例文を参考に，音声で十

分に慣れ親しんだ簡単な語句や基本的な表現を用

いて書くことができる．

現行学習指導要領（文部科学省，2008）で必修と

なった高学年での「外国語活動」の目標は，①「言

語や文化に関する体験的な理解」，②「積極的にコ

ミュニケーションを図ろうとする態度」，③「外国語

への慣れ親しみ」の３観点に重点が置かれていたが，

今回の改訂では，中学年の「外国語活動」と高学年

の「外国語」のどちらも次期学習指導要領における

資質・能力の三つの柱である①「知識・技能」，②「思

考力・判断力・表現力等」，③「学びに向かう力・人

間性等」の３観点により詳細で具体的な目標が示さ

れている．この３観点の目標は，中学校の外国語で

も同じ観点から目標がさらに深化した形で定められ

ており（文部科学省，2017b），小学校外国語活動，

小学校外国語から，中学校までの英語教育の目標に

一貫性を持たせた英語教育を構築しようとする意図

が見られる．

３．小学校外国語活動と小学校英語の評価

平成23（2011）年に必修となった小学校外国語活

動は，単に知識や技能の習得を目的にしておらず，

観点別評価を総括した評定を出さないこともあり，

評価について明確な基準はなくても大きな問題とは

ならなかった．観点別学習状況の評価については，

平成22（2010）年の文部科学省初等中等教育局によ

る通知「小学校，中学校，高等学校及び特別支援学

校等における児童生徒の学習評価及び指導要録の改

善について」の中で３つの観点（①コミュニケーショ

ンへの関心・意欲・態度，②外国語への慣れ親しみ，

③言語や文化に関する気付き）で評価されることに

なったが，「教科のような数値による評価はなじま

ない」（中央教育審議会答申，2008）とされ，Ａ，Ｂ，
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Ｃの評価や３，２，１の評定はつけずに文章で記述

されることになっている．

改訂後の「外国語活動」については，現在の評価

方法が踏襲される公算が高いと思われるが，「聞く

こと」「話すこと」について，学習・指導の指針とな

る，より客観的な評価情報が与えられるべきであろ

う．馬場（2011）は，「個人カルテ」の作成を通して，

児童ひとりひとりの学習状況を可視化した実践を報

告している．

小学校英語の評価については，評定がつくことに

なっているが，不適切な評価が児童・生徒の学習意

欲をそこなう可能性があるという懸念がある．現在

の小学校教員の大半は，教員免許を取得する際に英

語を指導することが想定されておらず，そのため「小

学校英語」を指導するための指導法を学んだわけで

はない．児童の英語学習が成功しているノルウェー

においては，13歳までの児童は，テストによる評価

を受けていないと報告されている（Hughes, 2003）．

また教員，児童，保護者の三者で話しあい，無理な

く児童の学習を進めていくことを方針としているデ

ンマークの公立小学校では６学年までテストをせず，

成績もつけないことになっている（西尾，2011）．「小

学校英語」については，しばらくの間，評価情報の

収集のみにして，評定をつけないという選択も考慮

に値しよう．たしかに，評価は，学習，指導と三位

一体を成しており，評価なしの指導はありえない（バ

トラー，2005）が，評価を１）学習への動機付け，

２）学習者の達成度や進歩の状況の評価，３）教師

へのフィードバックなど指導改善のための機能（土

屋・広野，2000）のみに利用するという考え方もあ

るのではないか．教科となったら，評定がつくのが

当然ととらえても，不適切な評価を受けることで子

どもの英語学習意欲をそいではならない．

早期英語教育における望ましいテストの指針とし

てHughes（2003）は，次の３点を指摘している．１）

テストは，評価の一環として，そして評価は，指導

プログラムの一環として統合的に組み入れられるこ

と，２）テストの結果，ならびに評価のフィードバッ

クは直ちに行い，かつ肯定的なものにすること，３）

児童による自己評価が，指導プログラムの一部とし

て取り入れられること．このように小学校外国語活

動と小学校英語に適切なテストは導入されるべきで

あるが，評価情報を収集するのは，成績を付けるこ

とが目的とは限らない．小学校英語に関して，小学

校教員が自信を持って安定した評価ができるように

なるまでには，相当量の研修と経験が必要で，当分

の間はそのための時間が必要と思われる．

外部テストとして，小学生を対象とした英語能力

テストが存在するが，それらの多くは，英語能力の

測定と同時に英語学習への動機付けとなることを目

的としている．代表的なものとして，聴解力を測る

形式の「英検Jr.（旧児童英検）」や「国連英検ジュニ

ア」，聴解力とスピーキング力を測る「JAPEC児童

英検」，聴解力，読解力，ライティング力，スピーキ

ング力を測定する「ケンブリッジ国際児童英検」な

どがある．これらのテスト専門機関によって作成さ

れた英語能力テストの評価は，小学校外国語活動や

小学校英語で取り扱う内容と呼応しているとは限ら

ないので，学校内で活用する際にはその成績の解釈

に注意が必要であるが，教師自作のテストに比べて

信頼性，妥当性の面で安定しており，適切に利用す

れば，学習者にも指導者にも適切な評価情報をもた

らし有益である（島谷，2016）．

中学校入試における小学校英語の扱いが懸念され

ているが，金森（2015）は，平成27（2015）年度の

東京都内の中学校入試で英語を選択科目に課してい

る学校がすでに30数校あると報告している．中学校

入試で英語に関する知識や文字言語としての英語力

が重視されすぎると，小学校における音声言語とし

ての英語力養成に悪影響を与えることが危惧されて

いる．小学校英語での音声を使った「聞くこと」，「話

すこと（やり取り）」，「話すこと（発表）」の適切な

評価の確立は不可欠である．この点をおろそかにす

ると，中学校以降の英語教育に対する波及効果はた

いして期待できない．

児童・生徒の英語学習に対する意欲をのばす評価

について，実践を通して更なる研究が望まれる．平

成27（2015）年度英語教育強化地域拠点事業での研

究成果報告（文部科学省，2016）によると，93.8％

の小学校が設定した学習到達目標に達するため，指

導方法の工夫・改善を行っていると回答しており，

また94.7％の小学校が評価方法の工夫・改善を行っ

ていると回答している．そのうち，58.9％にあたる

小学校で，インタビュー（82.8％）やスピーチ

（67.2％）などのパフォーマンス評価が実施されて

いる．しかしながら，ライティングに関するパ

フォーマンス評価の割合は15.9％にとどまっていた

ことがわかった．研究校ばかりでなく，一般の小学

校においても評価研究に積極的な教員が増えること

を期待したい．

４．終わりに

平成29（2017）年３月に公示された次期学習指導

要領の「外国語活動」と「外国語」の目標を検討し，

その評価の在り方について考察し私見を述べた．英
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語教育が大きな変化に直面しているわけであるが，

小学校英語教育の適切な評価については明確になっ

ていない段階で，小学校英語教育が先行実施されよ

うとしている．小学校教員による小学生の英語力評

価方法確立の重要性が認識され評価に関する研究の

高まりを期待したい．
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